
集
会
は
中
島
執
行
副
委
員
長

の
司
会
で
開
会
し
、
冒
頭
橋
本

執
行
委
員
長
は
以
下
の
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
。

橋
本
委
員
長
挨
拶

①
10
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢

昨
年
に
引
続
き
、
情
勢
は
厳

し
い
が
、
不
況
を
経
営
側
の
免

罪
符
に
し
な
い
。
自
・
公
政
権

下
で
進
め
ら
れ
た
新
自
由
主
義

で
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大
。
労

働
者
の
三
人
に
一
人
が
非
正
規

雇
用
労
働
者
で
、
正
規
雇
用
者

に
も
雇
用
不
安
が
。
年
収
２
０

０
万
円
を
下
回
る
労
働
者
が
一

千
万
人
超
、
自
殺
者
が
３
万
人

超
な
ど
看
過
出
来
な
い
事
態
。

だ
が
大
企
業
が
好
景
気
時
期

に
貯
め
こ
ん
だ
内
部
留
保
金
20

数
兆
円
の
極
一
部
を
還
元
で
、

雇
用
不
安
と
賃
金
引
上
げ
に
対

応
可
で
あ
り
、
堂
々
と
雇
用
と

賃
上
げ
を
要
求
す
べ
き
。
内
需

拡
大
に
よ
り
、
日
本
経
済
の
活

性
化
に
。

既
に
ト
ヨ
タ
が
賃
上
げ
自
粛

し
て
い
る
が
、
一
方
で
私
鉄
総

連
が
統
一
要
求
で
闘
う
方
針
。

我
々
国
労
も
し
っ
か
り
と
要

求
を
掲
げ
闘
う
。
特
に
貨
物
会

社
で
は
10
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
で

あ
り
、
何
と
し
て
も
打
破
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

百
カ
所
集
会
の
成
功
に
向
け
、

宮
城
県
集
会
、
福
島
県
集
会
、

塩
釜
地
区
集
会
な
ど
を
成
功
さ

せ
て
き
た
。
こ
の
中
で
は
24
年

目
は
な
い
、
２
・
16
は
解
決
報

告
集
会
と
す
べ
く
、
強
い
決
意

を
表
明
し
て
き
た
。
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
、
こ
の
場
で
意
思

統
一
を
し
た
い
。

③
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

一
月
一
日
付
け
で
自
動
車
支

部
に
お
い
て
岩
崎
宏
さ
ん
が
加

入
の
決
意
を
し
た
。
拡
大
に
向

け
た
運
動
に
学
び
、
更
に
拡
大

に
向
け
奮
闘
し
あ
い
た
い
。

多
く
の
諸
課
題
が
山
積
す
る
が
、

本
日
の
集
会
で
大
い
に
議
論
を

し
、
明
日
か
ら
の
実
践
に
向
け

て
頂
き
た
い
。

講
演
と
報
告

続

い

て

「
２
０
１

０
年
春
闘

情
勢
と
職

場
の
課
題
」

と
題
し
て
国
労
本
部
鈴
木
郁
夫

中
執
よ
り
①
不
採
用
問
題
②
情

勢
③
10
春
闘
④
組
織
拡
大
等
に

つ
い
て
講
演
を
頂
い
た
。

（
講
演
内
容
は
後
日
別
掲
載
）

ま
た
仙
台
闘
争
団
の
報
告
と

し
て
、
佐
藤
正
則
事
務
局
長
が

こ
の
間
の
経
過
と
現
状
、
課
題

と
決
意
な
ど
を
報
告
し
た
。

（
下
枠
掲
載
）

郡
工
支
部

本
田
執
行
委
員◆

支
部
大

会
で
の
議

論
。
55
歳

以
上
の
賃

金
カ
ッ
ト
は
厳
し
く
、
制
度
の

改
善
を
求
め
る
声
と
、
外
注
化
・

出
向
・
エ
ル
ダ
ー
の
問
題
。
昨

年
提
案
さ
れ
た
検
修
合
理
化
施

策
は
五
千
名
中
千
五
百
名
の
外

注
化
で
あ
り
、
全
面
外
注
化
へ

の
布
石
。

◆
今
回
の
提
案
を
先
取
り
し
た

昨
年
か
ら
の
JR
東
の
外
注
化
強

行
（
団
交
で
対
立
の
ま
ま
実
施
）

は
、
安
全
を
無
視
し
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
受
託
会
社
の
要
員

不
足
に
よ
る
労
働
強
化
に
繋
が

り
、
教
育
不
十
分
な
協
力
会
社

社
員
が
業
務
に
就
く
な
ど
、
車

両
故
障
と
傷
害
事
故
の
多
発
等
、

諸
問
題
が
。

◆
支
部
で
は
JR
と
協
力
会
社
間

に
、
法
に
抵
触
す
る
契
約
行
為

（
偽
装
請
負
）
の
疑
い
の
認
識

も
あ
り
、
調
査
を
し
て
い
る
。

◆
会
社
は
外
注
化
の
施
策
を
エ

ル
ダ
ー
雇
用
の
場
と
し
て
い
る

が
、
65
歳
ま
で
退
職
延
長
す
れ

ば
よ
く
、
真
の
目
的
は
検
修
コ

ス
ト
を
削
減
に
。

◆
出
向
を
前
提
に
し
た
、
全
面

外
注
化
の
提
起
の
中
で
は
、
技

術
継
承
に
も
力
は
入
ら
な
い
。

◆
支
部
は
安
全
と
職
場
を
守
る

た
め
、
原
則
外
注
化
反
対
の
立

場
で
あ
り
、
諸
課
題
に
つ
い
て

会
社
に
見
直
し
改
善
を
求
め
て

い
く
。

山
形
県
支
部
米
沢
連
合

菅
野
分
会
長◆

昨
年
の

分
会
大
会

で
委
員
長

に
。
組
合

員
が
点
在
、
「
組
織
と
し
て
何

を
や
る
か
」
で
は
な
く
「
職
場

で
何
を
や
る
か
」
と
い
う
状
況
。

郡
山
駅
か
ら
米
沢
駅
へ
配
転
し

て
か
ら
間
も
な
く
３
年
、
当
時

米
沢
駅
で
は
休
日
明
示
が
な
か
っ

た
。
助
役
を
質
す
と
、
東
労
組

の
役
員
が
休
日
を
掌
握
し
て
い

た
こ
と
が
判
っ
た
。
駅
長
に

「
お
か
し
い
の
で
は
」
と
言
い
、

地
本
と
会
社
を
繋
ぎ
な
が
ら
改

善
を
図
ら
せ
て
き
た
。

◆
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

ど
ん
ど
ん
言
っ
て
い
こ
う
、
そ

し
て
そ
の
こ
と
を
組
合
員
同
士

共
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
合
っ

て
き
た
。

◆
我
々
は
少
数
派
で
あ
り
、
こ
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12
・
10

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

12
・
15

東
日
本
書
記
長
会
議

12
・
17

経
営
協
議
会
（
安
全
分
科
）

12
・
17

第
二
回
10
春
闘
事
務
局
会
議

12
・
25

ダ
イ
ヤ
改
正
提
案
・
合
対
会
議

1
・
9

10
春
闘
勝
利
・
活
動
家
交
流
集
会

1
・
13

第
三
回
地
方
執
行
委
員
会

1
・
15

団
交
（
申
31
号

ア
ス
ベ
ス
ト
）

1
・
19

貨
物
経
営
協
議
会

1
・
19

第
三
回
10
春
闘
事
務
局
会
議

地
方
本
部
は
１
月
9
日
、
新
春
恒
例
の
活
動
家
交
流
集
会
を

こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。
こ
の
集
会
は
当
面
す
る

諸
課
題
と
10
春
闘
勝
利
に
向
け
た
闘
い
の
取
り
組
み
を
全
機
関

役
員
が
確
認
し
、
意
思
統
一
を
図
る
も
の
。

闘争団報告として、仙台闘争団佐藤正則事務局
長より「国鉄闘争勝利に向けて」と題した報告が
行われた。佐藤事務局長は冒頭、「2・16には24
年目を迎える。仙台闘争団の菅原次男氏が57歳で
亡くなり早いもので一年が経過。昨年6名、一昨
年は5名と亡くなる方が増加、実効のあ
る解決の意味でも一日も早い解決が求め
られる」と述べた上で、以下の報告をし
た。
この間の経過として、「JRに法的責任
なし」を認める「四党合意」の組織内の
混乱から、鉄建公団訴訟判決を契機に大
同団結の追及、「四者・四団体」の確立
と共同行動の積み上げ。その要求は「雇
用・年金・解決金」であり、解決の仕方は「同時
決着」である。また政治解決に向けた取組みとし
て「四者・四団体」は民主党議員４名に正式に要
請依頼（07・７）し、以降08・3・27院内集会で
は民主鳩山幹事長（当時）が「政治解決に向け全
力を」「金銭だけでなく、年金や雇用の問題も応
援」と発言、司法では鉄建公団控訴審の裁判長が
「軟着陸」の打診、08・７・15に当時の国交大臣
が「誠心誠意努力」の発言。その後各県各地区集
会とその積み上げを背景に08・10・24中央大集会

（1万2千名）が成功し公明党内に解決委員会が設
置。政治決断を求める2・16集会には自民を除く
全政党代表が参加。以降の裁判闘争では、鉄建公
団訴訟控訴審判決（3・25）は、不当労働行為を
明確に認定、時効もクリア。しかし解雇は有効で
あり損害賠償も棄却。慰謝料550万円で微増だが1
0名が棄却、5名が半減。
また、昨年12月22日の横浜人活事件訴訟判決は、
停職無効を明確にしながら地位確認は認めず、不
当労働行為責任を不問にするばかりか、暴力でっ

ち上げという犯罪行為を免罪する政治的不
当判決であり、国労訴訟も予断を許さない。
だが後続訴訟で勝利判決を勝ち取ることが
重要、それが解決水準に繋がる。
昨年11・26院内集会では民主党が「与党の
立場で解決に尽力、政府に正式要請があれ
ば交渉テーブルの実現に努力する」と発言。
あとは政府の決断を待つだけである（国交
大臣の決断）。

最後に、「分割・民営化」は合理化の終着駅で
はなく、新たな合理化の始発駅であることがはっ
きりした。民営化＝利潤の追求であり、現在のJR
におけるとどまることの知らない合理化、奪われ
続けられる「生命と権利」。また国内では非正規・
派遣労働者の首切りと、それを許してしまう労働
運動の実態。今春闘は自らの職場の課題と合わせ、
労働運動の再生と強化が求められる。
「闘ってよかった」と言える解決を勝ち取るた
めに、今年も精一杯頑張る。



ち
ら
か
ら
出
て
い
か
な
い
と
事

が
進
ま
な
い
。
レ
ク
に
も
積
極

的
に
参
加
を
し
て
い
る
。
腕
を

組
ん
で
「
俺
は
国
労
だ
」
だ
け

で
は
、
孤
立
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
い
う
意
識
も
。

◆
米
坂
線
の
簡
易
委
託
駅
（
羽

前
小
松
駅
）
に
何
人
か
パ
ー
ト

で
働
い
て
お
り
、
そ
の
内
二
名

が
平
和
セ
ン
タ
ー
で
作
っ
て
い

る
個
人
参
加
の
ユ
ニ
オ
ン
の
組

合
員
。
業
務
打
ち
切
り
の
話
が

出
て
、
受
け
皿
で
あ
る
自
治
体

と
平
和
セ
ン
タ
ー
を
間
に
挟
ん

で
話
し
合
い
が
。

◆
組
織
状
況
が
厳
し
く
個
人
対

応
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
仕
事

を
中
心
に
仲
間
づ
く
り
を
。

◆
要
望
。
情
報
綴
り
の
大
き
さ

（
A3
横
タ
イ
プ
）
の
関
係
も
あ

り
、
A4
サ
イ
ズ
の
情
報
を
発
行

で
き
な
い
か
。
現
状
は
B4
を
縮

小
で
掲
示
。

東
北
自
動
車
支
部

宮
城
県
分
会

兜
森
氏

◆
組
織
拡

大
に
向
け

た
取
り
組

み
。

１
月
１
日
、
JR
バ
ス
東
北
の

社
員
で
、
七
北
田
事
業
所
（
仙

台
市
営
バ
ス
の
業
務
を
受
託
）

で
運
転
士
を
し
て
い
る
岩
崎
宏

氏
が
新
し
く
仲
間
に
。

◆
経
歴
は
平
成
５
年
に
JR
バ
ス

東
北
青
森
支
店
に
契
約
社
員
と

し
て
入
社
、
そ
の
後
14
年
も
契

約
社
員
と
し
て
働
き
、
転
勤
を

条
件
に
正
社
員
採
用
、
昨
年
３

月
に
七
北
田
事
業
所
に
配
属
。

◆
加
入
の
経
緯
。
昨
年
６
月
、

現
状
に
対
す
る
不
満
か
ら
「
国

労
に
加
入
し
た
い
」
と
相
談
が

あ
っ
た
。
国
労
加
入
に
際
し
、

不
利
益
な
扱
い
な
ど
を
心
配
し
、

ま
た
過
去
の
事
例
か
ら
「
切
り

崩
し
」
も
あ
り
、
最
後
は
「
自

分
で
腹
を
決
め
、
自
分
で
決
断

を
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

◆
自
分
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

脱
退
届
け
提
出
後
の
「
事
情
聴

取
と
引
き
留
め
工
作
」
が
大
変
。

年
末
に
東
労
組
役
員
ら
が
会

社
施
設
で
行
っ
た
が
、
乗
務
の

合
間
に
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、

安
全
運
行
の
観
点
か
ら
も
問
題

で
な
い
か
。

◆
自
分
は
昨
年
３
月
、
白
沢
営

業
所
に
転
勤
し
10
ヶ
月
が
経
過
。

不
安
も
あ
っ
た
が
、
諸
先
輩

の
力
を
借
り
、
JR
バ
ス
東
北
社

員
と
し
て
二
人
目
の
国
労
加
入
・

組
織
拡
大
の
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

次
の
拡
大
を
目
指
し
た
い
。

地
方
本
部
提
起
と

組
織
部
か
ら
報
告

地
方
本
部
か
ら
は
、
五
十
嵐

書
記
長
が
地
方
大
会
以
降
の
取

組
み
の
総
括
と
、
10
春
闘
勝
利

に
向
け
て
の
闘
い
の
展
開
を
明

ら
か
に
し
た
。

続
い
て
、
武
田
幸
喜
特
別
執

行
委
員
が
、
現
在
の
組
織
状
況

や
他
労
組
の
動
き
等
を
資
料
を

交
え
て
丁
寧
に
説
明
。

ま
た
「
こ
の
一
年
間
、
国
労

に
加
入
は
あ
る
が
、
脱
退
は
な

い
」
な
ど
、
風
は
国
労
有
利
に

吹
き
つ
つ
あ
り
、
あ
と
一
歩
の

取
組
み
が
大
き
な
流
れ
に
繋
が

る
と
報
告
。
さ
ら
に
今
後
の
取

組
み
と
し
て
、
地
本
組
織
対
策

会
議
を
１
月
30
日
に
開
催
し
、

ま
た
東
日
本
本
部
主
催
の
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
を
水
戸
・
仙
台
・
大

宮
の
３
地
本
交
流
会
を
水
戸
で

開
催
予
定
（
５
月
最
終
末
か
６

月
最
初
の
週
末
）
で
あ
り
、
東

日
本
で
の
拡
大
百
人
目
は
仙
台

地
本
で
獲
得
し
よ
う
と
訴
え
た
。

全
体
討
論
か
ら

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

◆
不
採
用
問
題
早
期
解
決
の
取

り
組
み
。
物
資
販
売
で
は
稚
内

闘
争
団
鈴
木
氏
を
受
け
入
れ
完

売
、
協
力
に
感
謝
。

２
・
16
集
会
に
向
け
て
は
、

支
部
は
２
月
12
日
に
「
不
採
用

事
件
の
早
期
解
決
と
10
春
闘
勝

利
総
決
起
集
会
」
を
開
催
予
定
。

中
央
集
会
へ
の
参
加
割
り
を
明

ら
か
に
。

◆
各
職
場
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
学
習
会
。
１
時
間
程
度
、

ビ
デ
オ
を
交
え
て
の
意
見
交
換
。

だ
が
、
非
番
の
「
午
後
」
か

ら
の
学
習
会
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
以
前
に
「
お
か
し
い
」
と

主
張
し
て
き
た
。
か
つ
て
、

「
赤
手
帳
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
労
基
法
等
が
記
載
さ
れ
て

い
た
と
思
う
が
、
作
成
・
配
布

し
、
闘
い
の
糧
に
し
て
は
。

◆
３
月
ダ
イ
改
。
乗
務
員
職
場

で
「
仕
事
と
育
児
の
法
改
正
」

が
前
提
で
の
提
案
が
あ
っ
た
。

詳
細
に
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

宮
城
県
支
部

秋
山
委
員
長

◆
3
月
ダ
イ
改
に
つ
い
て
、
年

末
に
合
対
会
議
が
あ
っ
た
が
、

法
改
正
に
よ
り
こ
う
し
た
提
案

が
あ
る
と
い
う
中
身
で
は
な
か
っ

た
。
学
習
会
の
開
催
を
し
、
要

求
に
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を
。

仙
総
所
支
部

庄
司
委
員
長

◆
不
採
用
問
題
。
百
ヶ
所
集
会

の
位
置
付
け
で
、
塩
釜
地
区
で

報
告
集
会
50
名
。
横
浜
人
活
な

ど
署
名
活
動
の
取
り
組
み
。

年
末
の
闘
争
団
交
流
集
会
は

稚
内
と
仙
台
闘
争
団
か
ら
オ
ル

グ
と
報
告
を
受
け
現
状
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
年
末
物
資
販
売

の
取
り
組
み
を
強
化
。

◆
昨
年
末
支
部
に
闘
争
委
員
会

を
設
置
、
10
春
闘
勝
利
に
向
け

た
体
勢
を
整
え
て
い
る
。
一
人

一
要
求
運
動
を
積
み
上
げ
、
山

場
に
向
け
た
現
場
長
へ
の
要
請

行
動
を
意
識
し
て
運
動
。

課

題
で
あ
る
組
織
の
強
化
・
拡
大

も
30
日
の
地
本
組
織
対
策
会
議

に
集
中
し
、
意
思
統
一
を
図
っ

て
い
く
。

◆
検
修
業
務
の
合
理
化
提
案
に

つ
い
て
も
特
別
の
体
制
を
配
置

し
臨
む
。
業
務
委
託
さ
れ
た
も

の
も
検
証
を
し
て
い
る
。

福
島
県
支
部

高
橋
執
行
委
員

◆
不
採
用
問
題
。
中
央
で
の
集

会
が
あ
る
が
、
地
本
と
し
て
の

総
括
的
な
集
会
の
予
定
は
。

◆
支
部
執
行
委
員
会
か
ら
報
告
。

支
部
は
福
島
と
若
松
が
地
区
分

会
。
集
ま
る
の
が
大
変
で
、
系

統
・
職
種
が
違
い
、
執
行
委
員

会
の
議
論
が
深
ま
り
に
く
く
、

経
過
・
日
程
の
確
認
が
中
心
に
。

結
局
、
職
能
別
協
議
会
で
の
議

論
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
負

担
に
な
る
が
、
職
場
の
合
理
化

問
題
を
議
論
し
、
団
交
に
押
し

上
げ
る
取
組
み
は
必
要
。

◆
新
採
者
は
駅
に
何
人
か
入
っ

て
く
る
が
、
実
際
は
退
職
者
が

多
い
。
拡
大
よ
り
維
持
を
ど
う

す
る
か
。

◆
再
雇
用
の
問
題
。
若
松
に
は

職
場
が
な
く
遠
距
離
通
勤
。
結

局
、
自
己
都
合
で
退
職
に
。
身

近
な
問
題
の
改
善
が
課
題
。

◆
分
会
や
班
の
活
性
化
も
大
切

だ
が
、
同
じ
職
能
別
レ
ベ
ル
の

会
議
や
話
し
合
い
が
必
要
と
執

行
委
員
会
で
議
論
に
。

仙
総
所
支
部
組
立
分
会

桜
井
執
行
委
員

◆
幹
総
で
も
協
力
会
社
へ
見
習

い
を
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

検
修
合
理
化
の
提
案
が
あ
る

が
、
「
幹
・
在
」
の
区
分
も
分

か
ら
な
い
状
況
。
合
理
化
提
案

の
整
理
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

福
島
県
支
部

山
田
書
記
次
長

◆
12
月
18
日
に
不
採
用
問
題
を

早
期
に
解
決
す
る
福
島
県
集
会

と
闘
争
団
年
末
懇
親
会
を
開
催

し
、
ど
ち
ら
も
成
功
・
盛
況
に
。

◆
春
闘
は
「
一
人
一
要
求
」
で

闘
っ
て
い
く
。
ま
た
２
月
６
日

に
春
闘
討
論
集
会
を
予
定
。
検

修
合
理
化
等
厳
し
い
状
況
だ
が
、

県
支
部
も
共
に
頑
張
る
。
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主
催
者
あ
い
さ
つ

支
援
共
闘
の
仲
間
が
会
場

を
埋
め
つ
く
す
中
、
集
会
は

添
田
隆
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
務
局
次
長
の
司
会
で
開
会
、

国
労
水
戸
地
本
佐
藤
清
司
委

員
長
が
「
支
援
共
闘
の
力
で

最
重
要
局
面
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
開
会
の
挨
拶

を
述
べ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
浦
井

信
義
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
は
、
「
こ
の
問
題
で

は
憲
法
の
理
念
に
照
ら
し
、

人
権
問
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
」
「
10
月
に
取
組
ま

れ
た
、
憲
法
を
活
か
す
県
民

の
会
に
よ
る
憲
法
講
座
で
神

田
香
織
氏
の
講
談
『
国
鉄
労

働
者
義
士
伝
』
は
、
こ
の
問

題
を
風
化
さ
せ
な
い
も
の
」

「
早
期
解
決
に
向
け
て
全
力

で
支
援
す
る
」
と
挨
拶
を
述

べ
た
。

情
勢
報
告

来
賓
と
し
て
社
民
党
福
島

県
連
合
古
川
正
浩
代
表
と
日

本
共
産
党
福
島
県
委
員
会
よ

り
神
山
悦
子
氏
よ
り
連
帯
の

挨
拶
を
受
け
た
後
、
国
労
中

央
本
部
の
濱
中
保
彦
書
記
長

か
ら
情
勢
報
告
が
行
わ
れ
た
。

濱
中
書
記
長
は
、
昨
年
７

月
の
東
京
高
裁
南
裁
判
長
に

よ
る
政
治
解
決
の
提
案
と
政

権
交
代
と
い
う
有
利
な
環
境

整
備
が
図
ら
れ
た
以
降
の
情

勢
報
告
と
し
て
、
「
こ
の
間

の
座
り
込
み
で
の
横
断
幕
に

は
『
私
達
は
鳩
山
政
権
に
政

治
解
決
を
求
め
ま
す
』
と
ア

ピ
ー
ル
を
し
、
ま
た
運
輸
機

構
側
が
直
接
交
渉
の
テ
ー
ブ

ル
に
就
く
よ
う
に
民
主
党
に

要
請
し
て
い
る
。
さ
ら
に
２

月
16
日
は
解
決
集
会
に
さ
せ

て
貰
い
た
い
と
民
主
党
に
訴

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

単
産
報
告

国
鉄
闘
争
に
連
帯
す
る
職

場
か
ら
の
闘
い
の
報
告
が
、

大
内
良
勝
全
農
林
福
島
県
事

務
所
長
か
ら
行
わ
れ
、
「
こ

の
間
の
『
無
許
可
専
従
者
問

題
』
に
お
い
て
は
管
理
者
も

含
め
１
５
０
０
人
に
お
よ
ぶ

処
分
者
が
出
た
」
「
業
務
優

先
で
な
か
な
か
職
場
に
労
働

組
合
が
示
せ
な
い
状
態
」

「
国
鉄
闘
争
が
教
え
て
く
れ

た
こ
と
を
力
に
、
ゼ
ロ
で
は

な
く
“
一
”
か
ら
機
関
再
構

築
を
図
る
意
思
統
一
を
し
た
」

と
の
報
告
を
受
け
た
。

集
会
は
、
決
議
案
採
択
の

後
、
集
会
参
加
の
お
礼
の
挨

拶
と
決
意
を
国
労
仙
台
地
本

橋
本
昭
二
委
員
長
が
述
べ
た

後
、
最
後
に
浦
井
代
表
の
団

結
頑
張
ろ
う
で
終
了
し
た
。

昨
年
12
月
18
日
、
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
国
労
仙
台
地

本
・
水
戸
地
本
の
共
催
に
よ
る
、
「
JR
不
採
用
事
件
の
解
決
を

求
め
る
12
・
18
福
島
県
集
会
」
が
、
郡
山
ビ
ッ
ク
ア
イ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
集
会
に
は
支
援
共
闘
や
組
合
員
約
二
百
名
が

結
集
し
、
総
団
結
の
力
で
解
決
の
出
口
ま
で
闘
い
抜
く
こ
と
を

意
思
統
一
し
た
。

退
職
の
お
知
ら
せ

12
月
31
日

佐
竹

修
二
さ
ん

会
津
若
松
地
区
分
会

エ
ル
ダ
ー

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


